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1. 自身の研究成果を客観的に分析する

2. 自己文献セットを作って分析する

3. 研究トピックを調べる

4. 共同研究テーマを考える

5. トピックから企業との共同研究を分析する

6. 産学共著論文を分析する

7. ジャーナルを比較し、投稿先を考える

8. 投稿した論文がどこから注目されているかを分析

9. SDGs関連論文に自己キーワードを追加

研究者視点でのSciVal活用方法のご紹介
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１．自身の研究成果を客観的に分析する

- 自身の研究成果を分析しキャリア形成に役立てる
- 客観的視点を持つことで、外部（企業等）からの見られ方を知る
- SciValのグラフを用いて自己アピールの材料として用いる
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自身の研究成果を客観的に分析する
• ① My SciValから検索

• ⑥チェックを入れて左パネルに追加
①

②

③

⑦

⑥

④

⑤

⑧追加される

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%83%9E%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%82%A8%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%82%B7%E3%83%A3%E3%83%AB%E3%83%91%E3%83%B3%E3%83%86%E3%82%A3%E3%82%A8

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%83%9E%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%82%A8%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%82%B7%E3%83%A3%E3%83%AB%E3%83%91%E3%83%B3%E3%83%86%E3%82%A3%E3%82%A8
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自身の研究成果を客観的に分析する（Table表示）

①

②

③ ⑤

⑥
論文数 h-index FWCI 国際共著率 産学共著率 特許引用数

• ④分析したい年代を選択、⑥指標を追加する

• ⑦エクセルにエクスポート可能

• 自身の研究成果を
確認すると共に、客
観的にどのように見
られているを確認で
きる

• 例）企業が共同研
究先を探す場合に
も使用されているこ
ともある

④

⑦
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自身の研究成果を客観的に分析する（Chart表示１）

①

②

③
④

• X軸を論文数、Y軸をFWCIに設定

• インパクトが高い論文を出している年代を調査可能。論文数との関係を調べることも可能

論文数

FWCI

• 一般的にインパクト
が高い論文は若い
ころに出ている傾向
がある

• 論文数は年代を重
ねるごとに増えてい
く傾向がある
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自身の研究成果を客観的に分析する（Chart表示２）

①

②

③ ④

閲覧数 論文数 特許引用数

• X軸を閲覧数、Y軸を論文数、バブルサイズを特許引用数に設定

• Chart表示にして視
覚的に自身の業績
をアピールする材
料にも使用可能
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２．自己文献セットを作って分析する

- 自身の研究キーワードを分析し、興味を惹くタイトル等の作成に役立てる
- 研究キーワードから研究戦略や分析を行う
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自己文献セットを作って分析する（研究のキーワード分析）

①

⑤

⑥

論文数

• ⑥論文数をクリック

• ⑦ Publicationセットを作る

• Publicationセットの
名前を自由に変更
可能

④

⑦

⑧

②

③
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自己文献セットを作って分析する（研究のキーワード分析）

①

④

• ③パネルに追加されたPublicationセットを選択
• ⑤主要なキーフレーズ 緑文字は増加傾向、青文字は減少傾向、フォントが大きいキーフレーズは関連度が高い

• 自身の強みとなる
キーワードを改めて
分析する

• 同様の手法で注目
する研究者のキー
ワードを参考にする
ことも可能

②
③

⑤
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自己文献セットを作って分析する（研究のキーワード分析）
• ④ Keyphrasesを選択

①

④

• キーワードに深く関
連機関、国、 著者、
ジャーナルを分析
可能。

• 共同研究や論文投
稿先の検討にも活
用可能

⑤

②
③
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自己文献セットを作って、ジャーナルを分析する
• ④ Scopus Sourcesを選択し、投稿したジャーナルの一覧を表示

①

④

• 投稿した論文数や
その他の指標によ
りジャーナルごとの
分析が可能

⑤

②
③
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自己文献セットを作って、共著関係を視覚化する

①

④

⑤
⑥ ⑦

⑧ ⑨

• 自身の論文セットを作成し、共著者が関わる国を視覚的にMapで確認可能

• ⑨論文数を表示することで自身が関わった論文と国の関係を視覚化する

②
③

• 自己の研究アピー
ルとして用いること
が可能
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３．研究トピックを調べる

- 研究内容の勢いや注目度をトピックから分析する
- 自身の研究トピックを知り、世界、国、グループのトピックを知り
研究戦略に役立てる（競争的資金の獲得等）
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研究トピックを調べる
• ④分析したい期間を選択、⑥ Topicsを選択し、⑧自身のトピック一覧が表示

• ⑨ トピックを分析（次ページ）

①

②
④

• 自身が分類されるト
ピックを知り、注目
度や勢いを示す
Prominence を確
認することが可能

⑥

③

⑦

⑧
⑨

⑤



16

研究トピックを調べる
• 前ページ⑨をクリックすることで、① Trendsモジュールに移動する

• ⑤研究のパフォーマンスを分析、⑥本トピックのキーフレーズと代表的な論文を確認可能

①

②
④

• トピックの論文数が
伸びていること、
FWCIが下がってい
ることがわかる。

• 国際共著は伸びて
いる。

• Prominence より注
目度が高い研究で
あることがわかる。

③

⑥

⑤
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研究トピックを調べる
• ① トピックのキーフレーズを確認

• ② トピックの代表的な論文を確認（被引用数順）

① ②
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世界・国で、注目されている研究トピックを分析する
• ③分析したいグループや国を選択可能、④世界で注目されているトピックを検索（日本、米国、中国に絞り込むことも可能）

• ⑤機関と分野を選択、分野により大幅に絞り込み可能、⑥Topic ClustersもしくはTopicsを選択可能

①

②

④

⑤

• Prominence 

percentile順に並び
替え可能

⑥

③

⑦

⑧
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グループで、注目されている研究トピックを分析する
• ④ SciValに予めセットされたグループを⑤で探すことも可能

• ⑥ ここではRUC33を検索、⑦選択し右パネルに追加

①

②

⑤

• Prominence 

percentile順に並び
替え可能

③

⑥

④

⑦
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グループで、注目されている研究トピックを分析する
• ④ SciValに予めセットされたグループを⑤で探すことも可能

• ⑥ ここではRUC33を検索、⑦選択し右パネルに追加

①

②

⑤

• 任意でグループは
作成可能

• 研究者のグループ
を作りTopic分析も
可能

③

⑥

④
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４．共同研究テーマを考える

- それぞれの研究者のキーワードを掛け合わせ共同研究の可能
性を考える（横断型、産学共同のヒントにする）
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共同研究テーマを考える
• 例）研究者のキーワードを掛け合わせ可能性のある研究テーマをトピックから参考にする

• ④ Topicを検索し右パネルへ追加

①

②

③

④

⑥

⑤
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共同研究テーマを考える
• 期間、分野や組織での絞り込みも可能

• ①過去5年間で絞り込み、③文献セット名を記入

①

②

③

④
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共同研究テーマを考える
• ③作成したResearch Areaを選択、④ここではIPS Cell Computer

• ⑥ Topicsを一次スクリーニングとする

④

⑤

①

⑥

②

③

⑦

• トピックと論文を分
析する。可能性の
ある共同研究内容
のヒントとする

• 研究の注目度や勢
いを示す
Prominence に注
目する

• それぞれのトピック
の代表的な論文を
チェックする

• 横断型研究、未知
な研究へチャレンジ
する場合等に応用
可能
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５．トピックから企業との共同研究を分析する

- 自身の研究トピックが、どのような企業と共同研究が行われて
いるかを知りヒントにする



26

トピックから企業との共同研究を分析する
• ⑤ Corporateを選択することで自身のトピックと企業との共同研究論文を検索可能

④
⑤

①

⑥

②

③

• 一部の企業のみ分
析可能であるが、企
業の傾向をつかむ
には有効かもしれ
ない
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６．産学共著論文を分析する

- 大学と企業の共同研究を分析し、産学共同研究の可能性を探
りヒントにする
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産学共著論文を分析する
• ⑥関係する分野を選択する、⑦ここではComputer Scienceを選択

• ⑧関連する論文数をクリックし、Publicationセットを作成

⑤

④

①

②

③

⑥

⑦
⑧
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産学共著論文を分析する
• ⑥大学と企業の共著論文をトピック分析可能

④

①

②

③

⑥

⑤

• どのようなトピック
が共著論文として
多いのか？勢いが
あり、注目されてい
る内容の論文はど
ういった内容か？を
知るためのヒント



30

７．ジャーナルを比較し、投稿先を考える

- 様々な指標でジャーナルを分析する
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ジャーナルを比較し、投稿先を考える
• ③投稿候補のジャーナルをパネルに追加し、ジャーナルを比較する

• 以下では、Scholary Outputにより論文数を比較

①

②

③ ジャーナルを追加

④

⑤

⑥
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ジャーナルを比較し、投稿先を考える
• ④ Tableに変更することで具体的な数字で確認可能

• ⑤数字をクリックすることで論文内容を確認可能

④

⑤

①

②

③
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ジャーナルを比較し、投稿先を考える
• ⑤比較したい指標を追加

⑤
論文数 閲覧数 閲覧数/出版物 FWCI 産学共著率 特許引用数

①

②

③

④
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８．投稿した論文がどこから注目されているかを分析

- 投稿した論文をまとめて分析し、エリア、企業、他分野から引用
されている論文を分析し、共同研究の可能性を考えるヒントにす
る
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投稿した論文がどこから注目されているかを分析（Scopusを使用）
• 例として、2012年のインパクトが高い論文3報が誰から引用されているかを分析
• ① Scopusで2012年の論文3報を選択、②引用している文献を選択

①

②
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投稿した論文がどこから注目されているかを分析
• ① 6,144件の文献が引用文献
• ②すべてを選択し、③ SciValへエクスポート

①

②
③
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投稿した論文がどこから注目されているかを分析（エリア）

⑥

①

②

④

⑤

⑦

• ⑥ All sectorsを選択

• ⑧ Mapを選択することで論文を引用している国を視覚的に確認可能

• 論文がどこから注
目されている（引用
されている）かを分
析

⑧

③
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投稿した論文がどこから注目されているかを分析（企業）
• ⑥ Corporateを選択

⑥

①

②

④

⑤

⑦

• 企業からの引用さ
れているという視点
で分析可能

• 企業からの引用=

自身に興味をもつ
可能性が高い等

③
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投稿した論文がどこから注目されているかを分析（トピック）
• ⑥ Topics、⑦Wheel表示を選択

①

②

④

⑤

⑥

• 文献を引用している
分野をトピックと分
野を分析可能

• 他分野からの引用
文献に注目し、横断
型研究のヒントにな
る可能性

③

⑦

人文・社会科学系

医薬系

物理科学系

バイオ・農学・環境系
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９．SDGs関連論文に自己キーワードを追加

- SDGs関連論文に自己のキーワードを追加して、関連論文を検
索してヒントにする
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SDGs関連論文に自己キーワードを追加（Scopusを使用）

• 例としてSDG15関連論文の検索ワードに②追記でワード（augmented reality）を加える
• TITLE-ABS-KEY内に入れるかどうかで、検索内容は大きく変わる

①

②
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SDGs関連論文に自己キーワードを追加（Scopusを使用）

• ①すべてを選択、② SciValへエクスポート

① ②
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• ③ トピック分析を行うことにより、どういった特徴を持つ研究内容なのか分析することが可能

SDGs関連論文に自己キーワードを追加（Scopusを使用）

①

② ③

④

• Authorsや
Institutionsを選択

することで、関連著
者や機関を分析す
ることが可能


